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る
9:

實
際
實
銀
額
，の
.增
減
は
い
.：新
k
勞
働
者
t
M
t
者
す
。る
か
解
露 

i
. 

/ 
—

冶
も
あ.
：る.'..し
.

又
旣
存
の
勞
屬
容
の
能
率
を..上.
下.
せ.
し.
ひ.
'々
播
介.
も.
あ..
，

o

 
o ,+
此.
の.
事
は.
貧
親
，变
拂
の
/
方
法
ゃ
、

勞
俲
者
；の
、賃
鋇
政
策
成
依
，
■つ
.て
：
異

，
る

：。

.

.：
終

。
し
^

ー
敎
授
0:

、見
”解
：；̂
f
^:
.

ば
：：

V

I

砍
勞
俲
f

紙
寧
#
上
卞
上
が
ば
ノ
ま 

接
^
:勞
働
の
«

傭
解
»

吵
行
ば
る
み
の
を-
般

絍

ゆ

で

.ゐ
，る
_

|1

、
先
»:

率
指
_

を
以
：て
景
氣
、
不
景
氣
の

標
準
的
指
數
ど
し
て
可
成
6

重
祺
じ
て
办
る
事
^

徵
し
て
明
で
あ
も
.9;

さ
れ
獻
>
-需
要
梁
の
：

i
.

縮
性
あ
る
收
獲
以
增
加 

k

依
つ
て
注
す
る
產
業
活
動
力
•の
增
加
ば
、.
之
，

v

同
し
さ
割
合
を
以
て
、
勞
：働
'
#を
一
雁
傭
す
る
事
ど
な
る
。
此
の
事 

を
以
て
ホ
氏
は
、̂

產
物
匕
交
換
せ
.ら
ふ
a：
所
.の
.他
の
財
貨
の
®

界
効
用
が
增
進
し
て
#

働
の
限
界
的
非
効
用
f

 

m
a
r
g
i
n
a
l

 

disutility 

o
f

 

6̂
0

5
違
の
姆
衡
を
失
し
た
る
揚
合
^
新
な
る
均
衡
を
齎
す
爲 

働
增
加
の
直
ち
^

行
ね
る
る
事
を
認
び
る
も
の
で
あ
る
^

な
す
^

詁
0

'.
.

「

例
令
需
耍
の
伸
縮
性
が
单
位
以
下.
な
る1

貨
物
の
生
：產
额
が
增
大
し
た
^

す
る.
、：
す
る
ホ
、其
の
貴
物
の
生
産
者 

は
他
の
則
貨
を
よ
ぅ
少
ぐ
消
費
す
る
事
^

な
々
、
他
ゆ
坐
產
者
は
、
自
己
の
貨
物
'及.
び

互

^

他

の

貨

物

を

よ

々

多 

く
消
费
ず
る
結
果.
ざ
な
る
。
約
言
す
れ
ば
,
全
貨
物..
の
限
界
効
用.
は
減
少
(3
>.

努
力
め
限
界
的
非
効
用V

の
均
衡
を 

破
ら
る
る
事
^

な
る
o

全
生
産
的
努
力
ば
其
：の
努
力
の
成
果
よ
4

は
大
€
な
つ
て
，'-
'
漸
次
減
少
す
る_

向

ぎ

る
o 

反
對
忙
需
要
の
仲
縮
性
大
な
5

貨
物
の
生
產
增
加
す
5 '
は.
、'.
他
1の
貨
物
の
限
界
紈
用
；は.
增
大
じ
、
. '
全
.
_
產
的
努
カ
ぱ 

其
の
成
果
'
よ
办
以
：上.
に
少
ビ
な
々
、
增_

せ
：ら

れ

を

頓

向

.
?5
迄
る‘。」

6.

九0

;

然
る

k

、
ホ
氏
は
、.

如
斯
ざ
狀.

態
ぬ
、
自
己
のI f

f

算
を
以v

自
か
ら

’

勞
働
に
從
事
し
て.

居
る
者
に
就
の
み
謂a

 

得
る
所
で
あ
る
。
即
ち
、一

貨
物
：

§

法
產
僧
加
し
て
、
從
來
よ6
容
易̂

易
ら
る
：；る
事
ど

:̂

6 -

'

^

、
彼
は
其
：の
物
に 

對
す
る
誓
耍
.の
伸
縮
性R

よ
6
.容
易̂

、

-

自
己
の
勞
働
を
酸
少
ず
る
事
も
燴
細
す
左
事
も
出

_

5:

が
ら

f

あ
る
。い
然 

る
.

に
、
之
以
外
の
も
め^

就
<

ば
、
し
か< ;

;

，
容
易̂

現
實
：し
得
る
も
0
で

S
。

:'

く 

:

第
！
一
十
艽
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六
六
七〕

：K

グ
ゥ
敎
授
の
豪
變
動
論
に
就
て
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第
二
十
五
卷
S

S

ビ
グ
タ
敎
授
の
產
麗
動
論
に
就
て
： 

ぐ

1

:
罅

J

:

「

產
額
の
決
定
が
限
ら
れ
だ
る
少
數
の*

傭

者

の

：
行

：ふ

所

で

あ

ク

、
.：：
而 

傭
ゼ
ら
れ
、'
當
時
の
貨
銀
率
を
以
や
、
慣
晉
的
夢
働
時
陳
於
け
，勞
働
1:
:
谷
場
#

に
於
て
.は
、
:;
;
«;
:

锻
者
ゆ
企
圖
は
：純
利. 

純
f
c以
て
決
定
せ
ら
れ
、：
總
收.入
額(

0

3

S

Sヲ
§

&

〕

2:
,
以
で
は
決
贫
せ
&:
;

れ
^

lr
。.
此
の
事
實
4

、
ビ
グ
ー
敎 

授
の
議
論
を
全
然
破.壞
す
る
岑
の〔

で
あ
る
0

_.
;(

砗

0;
:
1
^
^
^
^

「

總
收
入
额
が
何
等
か
：の
原
因
を
以
て
ょ
.々
隊
引
的
な
を
總
體
を
な
ず
時
は
、
«

傭
者
ば
、
1'
い
多
*

の「

賃
銀
甘
. 

S

働
者
S

轉
す
る
：地
位
&

る
。
”併

智

ミ

賃

銀

材

の

む
_

る
_

，

或

は

れ
 

貨
幣
貨
銀
が
減
少
せ
&'

る
る
.か
.或
ば
、
物
價
が
上
騰
す
る
：が
し
て
、
.貨
物
.の
限
界
効
用
ビ
、
.

，

勞
働
の
限
界
^
非
効
用 

€
の
不
均
衡
が
汁
夢
に
於
て
鮮
明
せ
ら
ふ
る
に
^

ず
.ん
ぱ
、
實
際
に
於
七
ょ
々
大
な
る
分
量
の
，..勞
働
を
購
人
.し
な
い 

で
あ
ら
ふ
。
長
期
間
を
採
つ
て
考
え
：る
^

、
勞
働
の
«

格
ど
.限
界
生
産
力
$

は「

致
し
、
.'
'
又
.、
價
格
：に
適
合
す
る
樣 

に
勞
#

を
供
給
せ
ん
^

す
る
傾
向
.は
あ
る
0」

2

..ー
 

】
v

然
る
に
、
此)

の
長
期
間
に
於
け
$:

傾
向
も
»

次
に
薄
弱
：ど
な 

る
:0

何
^

な
れ
は
、「

人
間
の
努
力
が
生
鹿
的
ど
な
る
摄

ひ

、

人
.々
は
全
體
ど
し
て
、
漸
減
ず
る
勞
働
量
の
生
産
物 

を
以
て
滿
足
せ
ん
I

る
^

至
る
。
勞
働
時
間
の
短
縮
の
如
は
其
め
二
例
で
、
勞
働
の
名
辭
を
以
ー
て
す
る

全
體
0
 

富
^

對
ず
る
需
要
は
、
極
度
^

伸
縦
性
な
&

事
契
不
す
も
の
で
あ
る
^ ^

赘

5

が
故
で(

あ
る
0
1故
に
ビ
：敎
授
の 

主
張
す
る
如
ぐ
> 

貨
幣
賃
銀
€

富
の
總
體
.の「

誘
：引
カ」

：£
の
.短
期
亂
の
盤
_

ば
：望
：め
：
5

 

0
:
.

: 

.

.

純
羽
浪
は一

定
貨
幣
額
を
以
て
.
、
i

办
誘
引
的
の
富
の
總
體
^

代
表
^

を
げ
れ
共
：
、
^

る
名
目
1

次
、

•■
«.
銀

'.
«
は
物
價
の
何
れ
か
；̂
適
當
な
る
調
整
の
行
心
れ
る
k
あ
ら
f;
ん
ば
、
影
響
せ
ら
れ
な
い
.。

,
1
.又
'
 

一'定
貨
餘
額
化
依
：っ
.：
：
て
：菝

3
务
ゲ
象
：9
氟
祀
妮
办
變
似
が
1

っ
务 

:

な
ぃ
.
.：ん
註
.
.
.

】

.
.5
?
.
.
.
;
'
.
.
.
.
.

企
1
;家
.'‘.0

、̂
避 

>」
は
異
ク
：て
'、
前
者
は
.所
謂
異
實 

を
貨
幣
利
润
を
通
し
.て
、〔

貨
幣
に
隹
っ
：；て
代
表
せ
&

れ
る
貨
物
を
考
ぇ
.，て
、
初
め
て
發
見
す
る
の
で
あ
る
0「

现
想
的

な
經
濟
人
は
現
在
の
貨
幣
の
：鱗
賣
カ
を
以
て 
>

將
來
受
取
ら
れ
、
觅
に
其
の
後
消
费
せ
ら
れ
る
貨
幣
の
誘
引
力
を
测 

定
す
る
名
の
で
：は
な
い
。」 (

註〕

ニ)

，
.

「

要
す
る
に
生
產
者
が
例
令
、
貨
幣
：の
名
辭
を
以
て
せ
ず
、
富
の
名
辭
を
以
て
考
慮
し
た
肌
で
、其
の
態
度
に
變
化 

あ
る
も
の
，で
は
な
い
。
生
産
者
の
側
^

生
す
る
個
人
的
努
力
の
量
ど
被
の
產
額
ビ

の
間
に
，は
、
密
接
な
る
關
係
は
な

い
。」

C

2
三〕 

. 

. 

.

•• 

.

.

.

.
- 

. 

-
' 

.

.

. 

.

.
'
.

つ.
.
.
.
.
. 

.

.

.

又
操
業
篇
は
生
：產
者
欠
對
し
て
、
非
常
夺
る
损
失
を
齎
す
。
利
；子
、
«

持
®

、
減
價
'

魔
督
費
等
の
確
定
：一:

般 

經
费
は
彼
の
總
利
潤
か
ら
支
拂
わ
る
.も
.の
.で
、，
其
の
總
利
潤
は
0

«

ヾ

」

正
比
例
す
、る
も
の
で
あ
る
o

產
额
の
一
定
率 

の
減
少
は
、
.

1

定
率
の
總
利
潤
の
減
少
ど
な
々
、j

定
率
以
上
の
純
利
率
^

減
少
せ
な
る
。k

R

屢
ミ
利
澗
を
減
失
，
 

.せ
し
む
る
*

す
ら
.あ
■る
:0
.
：
.

例
令
、
：今
或
.る
生
産
者
が
、':
一；年
拾
與
條
の
生
'產
額
あ
ふ
，
總
利
潤
は
、
其
み
產
額
：の
一
：

一

割
で
贰
萬
破
、

一

般
經 

费
壹
萬
五
千
磅
、
，收
入
五
千
磅
€

す
る
。
今
八
分
の一 ,

の
生
產
減
少
あ
6

たぅどする其の收入即ち純利润 

は
半
分
：卞
な
々
-:
'
:
:
5分

の

：
一
.
:の
減
^
^

:

「

操
.

業
短
縮
：：ょ3
生
す
る
；損
失
は
如
斯
、
ハ

«

太
で
あ_

る
か
ら
し
て
>

生
鹿
物
の
効
用
ヒ
、
努

力

の

非

効

用

^
の
見
事 

な
年

»

、
？
謂
ふ

^

為
は
全
然
、
動
待.

し
得
: ^

斯
で
: ^

い>

0
«

R

:

、

-此
.

の#

は
勞
働
者
の
場
<
3
1
^

就
て
見
.
て
も
不
可 

能
で
あ
：る
。」

'1
ー

H〕

ゾ
彳
ラ
ー

 

>

:

敎
狻
の.

所
謂
勞
働

.

の.

需
婴
が
平
常

a

以

下̂

降
，るビ
、

«

要
11
1
1
線̂

交
叉
せ
る
供

f

l
十
五
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六
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)

.ビ
ず
々
歙
授
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產
_
變
働
論
.
に
就
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第
二
十：

-/
»

:
卷
ノ 

C

六
七
〇〕

.

ビ

グ

，：
敎

授

の

產

業

變

雨

論

：
に

狒

て

.

.

第I

父
闽

給
曲
櫞
は
垂
直
線
？
な
る
。
何
ヒ
な
れ
ば
、：；铍
は

>

其
の
特
殊
建.

業̂

適
す
る
樣̂

仕
上
げ&

れ
た
る
以
上、

_

1

定
の
：勞
働
時
問
に
働
く
實
質
费
i l
l

は
實
際
：

'J
L

は
奪
ど
な
る
。「

努
力
の
限
界
的
非
効
用
は
此
較
的
重
要
性
乏
し
さ

時
間
外
：勞
働
の
事
情
を
外^

し
て
は
，、
，一

,

要
素
ど
な
る.

も
の
で
は
1:

い
、
^

^

^

^

•
 

...

...

 

.

：

.

.

.

.
*

,
.

(

註
.
I
V
:

ヒ
敎
授
はI
八
；五
〇
昨
ょ
リ
ニ
九
一
四
年
5

る
英
國
の
失
業

■

數
を
S

し
、
之
に
三
ヶ
啤
称
励
平
均
を
施
し
た
る
結
果
、.平均 

'
.

ヘ
ン
的

'週
期
，7.

4
/
7

: ^
、
振
幅
5
.

00
^

な
る
数
字
を
得
た
0

.

.

S
 ニ)

 

Industrial 

F
l
u
c
t
u
a
t
i
o
n
,

 

d
.

1.8. 

-

(

璧

> 

b
敎
授
為
れ
ば
、
努
働
に
？

る
扉
は
、

l
i

s

方.
法
を
以
て
變
動
す
る
。

(

1W
嚣

S

結
果
に
對
す
る
期
待
、

C
二
： }

削
引
2
 

醫
で
ぁ
る

0
割
引

3

、C
A

X
ム
衆
の
將
來
に
献
す
る
一
般
的
態
度
の
變
動
並
び
に
ぎ
公
衆
に
取
得
せ
ら
れ
る
收
人
の
ぼ

t
 

&

動
に
は
つ
て
建
化
せ
し
：め
ら
れ
る
。
然
る
に

(

八〕

は
產
議
動
の

如
き
短
期

開
の
經
濟
現
象
に

'就
て
.は
富
す

る
.

必
要
は

な
い
。

.

故」

勞
侧
k
盤
す
る

W
驳
は「

辦
S

緊
與
え
ら
れ
：た
る
新
資
本
餌
ょ
；リ
收
受
す
る
所Q

教
際
收
益
に

對
し
て
抱
く
期
待
の
變
動
か
，

I或
は
_

體
に
生
ず
る
實
際
收
入
の
景
的
變
動
>
に
由
る」

C
I

2
6
V

敎
授
は
、後
者
を
以
て
產
議
動
の
原
因
な
I

す
る
理
論

の
主
張
者
を
>

 

がV
<

ラV

フ
ス
キ
I

 

K
見
出
し
、
之
に
.對
し
て
、
敎
授
は
、
襄
量
は
好
景
氣
S

镇
し
、
不
景
氣
に
分
散
す
る
亊

焚
を
祺
げ
て
反
馭
し
て
ゐ
る
。 

.

.

.

.

.

.

S
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之
にa：

ひ
た
る
統
言
上
の
證
明
は
課
ら
米

_

の1材
料
を
用
ひ
た
も5
で
ぁ
つ
て
、
ジ
エ
ブ
ォ
ン
ろ
敎
絞
の
合
衆
國
に
於
け
る
製
鐵
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高
蔬
產
物
產
高
ミ
の
比
較
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m
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ノ
次
秀
.直
接
的
影
響
の
間
題
で
あ.る
:'
-0
前
章
^

論
も
た
る
實
在
因̂

*
て
.生
し
た
；る
利
澗̂

對
す
る
期
：待
の
變
動
が 

飽
く
迄
も
合
：秤
的
衩
、
換
言
す
れ
ば
、
#

業

家

：
の

心

现

に

對

し

て

何

：等

樂

觀

悲

輝

の

：

_

度

そ

生

せ

し

む
^

IH

常

な

，
る

判

斷

の

卞

3

る
ろ
事
5:

假
定
す
;«

時
は
.、
，'上
.
_般
^

產
業
活
動
カ
.呤

#

る
々
玆
に
於
で
：明
^

せ
ち
れ
拎
る
« :

は
、ぐ(

S

典
の
產
業
ゼ
直
接
關
係
あ
る
產
_

は
勿
論
、
後
者
ミ
.關
係
あ
る
產 

業
^
も
影
響
し
て
生
產
活
動
カ
の
變
動
は
倍
加
せ
ら
れ
る
。

(

一〕

併
し
其
の
變
動
は
#
«
的
の
增
加
或
は
減
少
を
伴

:

わ

ざ

：る

も

；の

：で
：あ

る

。
：
へ
'
,
:
ぺ

實
在
因
を
論
し
杧
る
嚓
に
示
し
た
：;5
通

久

»

在
因
中
：'
1
.般
的
^

重
要
性
を
有
す
る
^̂
 ̂

.
生
産
技
術
.の
改
善 

.
?
農
產
物
收
獲
.の
豐
3

で
：あ
'つ
.た
？
故
^

例
令
>

，
如

斯

さ

實

在

的

原
：：

因

が

生

じ

た
^

で
：
、
：其

：
の

.結
某
^

し
て
、
活
動 

カ
に
影
響
ず
5

所
_

い
場
合
に
は
、
直
接
的
« ;
_

0
間
題
ば
起
ら
な 

の
.理
論
：を
：.屢
々
：

.一

般

的

：方

法

を

以

：て

論

：シ

-

第
ニ
十

.

五

卷(

六
七
，
ー
：

}

ビ
グ
ゥ
敎
授

©

塵
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變
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五
六
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v

勿
夢
.

5

の̂
原
掘
取
«

-:
^

'。̂

廣
.游
: »

を
'滅
殺
^

年
ど
^

^

每

.
る' ^
^

勞
.響
者
は
^

少
し
、
绝
C

、
'
_

他
め
*

*

星

違

縣

ゼ

對
^

名

需

要

塵

孽
^

^

參

^

ほ
、
%
者

.0
勞
«

も
亦
§
^̂̂
^̂̂

需
袈
系
從
て
減
少
す 

る
.
o
:痴

ら

浪
r:
-
ピ
'敎
狡
10
.
_論
.ょ
3

オ
柞
狀
^

多
•

藤
：合
、
藤

の

：代
換
物
ぶ
考
え
：得
る
或
々
揮
の
違
業
め

類
め
淹
業
：

の
：：

活
§
:
?:
增
進
し
、
全
體
ど
し
て
の
活
動
力
は
不
變
で
あ
る
®
合
は
、
寧
ろ
ニ
般
的
事
情
で
は
あ
る
ま

.

.

.

.

 

.-V.
 

:

丨

':
:
.
':

,
/
:
ヒ，敎

授

ヵ

好

ん

W

農
產
物
k

i f
f

る
#

要
の
伸

縮

性.
の

問

題

に«

れ
、'
夫

れ

が

單

位

以
^

«

る

蓉

以

：
て
：
、

產

業

； 

活
f i
力

を

變

動

せ

し

む

：

.
ベ
：，
&

最

大«

限

を

景

的̂
決

定

せ

ん
.
ミ

し
-'
1:
ゐ

名«

れ

共̂

あ
.

る
事
を
證
刖
ぜ
ん

.

：ど
し
：
て
; "

.
忠

實R

踩
錄
ビ
し
宂
名
銃
：計
：

(

農

產

麴

ぞ

格

めM
&
は
却
て
、
盛
授
の
期

統
計
を
其
の
德
把
釋
し
て
堪
位
ど
同
等
な
.

cs
ど
す
れ
は
、
何
等
の
直
接
的
變
動
は
起
ら
な
い
，。

一
般
k
農
產
物
の 

1

定
率
の
增
加
はm

率
以
下
の
價
格
の
下
落
を
生
す
る
事
は
前
揭
の
通
4

あ
る
、
故

汔

直

接

墓

動

£

て 

は
、

一
般
產
業
活
動
カ
を
減
少
せ
し
ひ
る
方
面
^
於
て
論
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
ふ
。

.

‘

何

ポ

办

し

て

も

敎4
$2

、一

場
力
ら
す
れ
ば
、
直
接
襲
動
は
頗
る
微
少
な？p

q

で
あ
る
。
何
/̂
な

1
は
、，1̂

,

業 

家

か

證

或

は

蘭

の

，
誤

-f

侵
す
に
あ
ら
ず
ん
ば
、
，虞
積
的
發
展
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
警

す

^

ば
、

一
 

簾
が
活
動
力
を
增
進
し
た
。
其
の
影
.響
を
受
け
て
他
S

業

が

生

産

力

美

張

し

、
順
次
に
他
の
產
業
S

及

ブ 

て

遂

ド

：
：其
の
影
響
：̂
最
初
の
產
業
k
迄
：
il
歸

し

、

之

.
が

活

動

を

增

大

し
、
.
.
.W
び
.上

述

の

道

行

が

親

H

れ

て

行

く;*
は

、
：»
業

家
.ガ

需

要

：
の

增

洳

>

週

：大

枚

評

量

す

：
る

麻

謂

樂

觀

抑

詉

：
謬

を

侵

ず

#

を
：前

提

ミ

せ
f

以

上

は
 

考

え
#

ざ

る

所

で'あ

つ

：
て

、

若

し

之

：を

可

能

な

^

vj:

見
る
.も2

あ
ら
ば
"
.夫
は
：總
て「

虛
構」

で
あ
る
ど
見
る
か
ら
で

.

あ

る 

0
C 註 

3
.
.

-

パ

.

.
:

■

、
 

.

■

私
は
今
滋
て
？
心
现
的
腐
因
.を

除

外
,1.

て
ー
累
積
的
運
動
が
可
能
在
る
療
否
ゃ
た
就
て
社
深
く
吟
味
：し
な
い
け
れ
共
" 

「

產
業
輩
遞
論」

の
：末
葉
^

於
；て
：

「

諸
栗
素
^

相
要
的
重
要
性」

? :

決
宠
し
た
^

場
合
^

-1

若
1

、
心
：理
的
誤
®
を
全
然 

取
‘
6

去

る
. *

が
出
來
る
な
ら
ば
產
業
變
動
は
，
分
、た

£

其
の
範
園
を
減
少
す
る
で
あ
ら
ふ」

(

S

D

 

v
j

述
べ
て
居
る 

亊
は
、
.何
等
.
の
现
：由
ネ
.示
；̂

れ
.
て
は
ゐ
；次
い
.
が
如
何
な
る
.
极
據
：か
&

割
☆

出
^

:
れ
た
も
0

あ
る
：か
：？
^

敎
授
^
依 

れ

は

心

坪

的

源
. 0

极

總

：：て
：
の

腐
. «

中
最
''
%

主
要
な
る
も
'
の
：̂
あ
る
。
之
.
に
：
次

：

.で
？
實
在
因
で
あ
っ
：て
、
：所
謂
貨
幣
的 

原
«

の
如
3

诎

殆

ん

オ

爾

み

ら

，れ

：
て

「

ゐ

な

：
い
：
。
然

も

其

の

：
主

張

な

：
る

原

因

た

.る
心
理
因
は
3 £

〇
パ
ケ
セ
，ィ
ト
ほ
炉
重 

性
製
を
‘持
: ^
>

能
：心
.ぬ
：ビ
す
れ
は
、
#

等
か
他
の
心
现
因
.以
外
め
宴
素
が
或
.る
程
度
.迄

前

段

の

：累

積

的

蓮

_

を

可

能

な
 

ら

し̂

る

も

め

で; «
«

い

か
;'
0

.

.
:
:

....  

.

.

. 

'

(

独
IV

砲
接
.的
撰
動
に
於
て
.ノ
敎
授
が
^

鹿
f

lc
.者
^
多

HI
は
、
パ
r
ソ
シ
敎
授
が

(R
eview

 ofw
conom

ic  

Statistics, 

1
9
2
1
. 

p. 

3
4

 

3
®

に
發
表
し
た
る
、

一
八
ヤ
九
苹
ょ
リ
一
九
一
三 

年
に
瓦
る
^

產
物
鹿
額
过
例
價
格
^

の
關
係
に
就
て
の
統
計
で
あ
る

0

之
に
就
て
見
る
に
、
十
ニ
齒
の
霜
耍
農
產
物
を
包
含
す
る
產
額 

及
び
價
格
は
稍
々
宪
全
な
る
:̂
颠
.關
係(

相
關
系
數
~
00
00〕

を
示
し
て
ゐ
る
.0

觅
に
於
要
な
る
は
、
十
八
年
間
に
於
て
は
、
典
の
內
ニ 

箇
屯
が
同
棣

'Q.

方
押
に
f

他
;-
5
 

反
.，對
に
動
い
て
ゐ
る
。
游
し
、
需
要
の
伸
縮
性
が
着
以
上
な
リ
要
れ
ば
- 

兩
请
の
振
度
‘は
、
' ^
の
.割
合
を
廣
に
す
るV

し
て
も
同
樑
な
る
汝
向
を
採
る
べ
き
で
あ
る
。
故
に
敎
授
は
之
を
以
て
•'稍
々
驚
く
可
き 

第
一
.

一

十
五
卷： .
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ナ
^

三)
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ビ
グ
ゥ
歡
授
の
產
業
變
動
論
fv
就
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第
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ぐ
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'

次
^

來
る
如
題
は
：心
純
的
原
因
で
あ::
5
.。
心
顧
的
原
0

ど
は
、€

業
を
統
制
す
る
も
の
が
事
業
上
の
豫
枷
を
行
ふ 

R

當
つ
て
、
不
當
な
る
樂
觀
教
は
悲
觀
，的
誤
認?:#

ふ
所
の
心
的
調
子̂

生
す
る
變
化
を
.謂
ふ
0」

0

5〕

而
し
て
此 

の
心
的
調
子
の
變
化
は
、
俞
條
：の
實
在
的#:
因
の
生
し
た
る
場
合
、
其
の
結*

生
す
る
需
婴
^
嫌
て
過
大
な
る
或
は 

邋
少
な
る
評
價
そ
行
ふ
事̂

端
を
發
す
る
事
も
あ
る
し
、
又
：樂
觀
の
單
な
る
反
動
ビ
.じ
て
悲
觀
に
、：

：

悲
觀
の
m

な
る 

皮
動
ビ
し
て
樂
觀.に
.所

謂

相

互

依

存

的

發

生

，
も

認

.め
ら
れ
る
9

而
し
て
後
者
は
斷
然
優
勢
な
る
地
位
を
有
す
る
も
の 

で
あ
：

a
v
、「

樂
觀
的
誤
謬
は
：今
將̂

死
な
ん
.？
し
セ
悲
«

的
誤
謬
5:

生
：み
^

而
も
悲
觀
的
：誤
謬
は
嬰 

兒
^

し
弋
で
、は
な
<

苴
人
ゼ
し
て
.生
れ
來
る
0」
«

ー5
 

見
る
の
で
あ
る
o 

clf
e

g

'

:

こ

规I

產

業

，
に

樂

觀

成

は

-悲
.觀

的

誤

謬*か

：坐

す

る

せ

、
マ

：
^

#

展

し

、.其

の

問

御

等

相
.寒

作

用

は

：
行

は

れ

な

.い
Q

即
ち
、
..
:
}方
の
#

觀
的
誤
艙
ぜ
他
方
め
樂
觀
的
誤
'謬
ビ
が
相
殺 

し
て
其
の
發
屉
を
阻
止
す
る
事
は
な
い
。
へ
註
5

.

然
る
^

心
现
的
原
因
ど
：實
.在
的
原
因
：

V
.

は
、.
相
互
：侬
存
の
關
係
.に
.：あ
る
。6

$

而
し
.て
、
實
在
的
：原
因
を
K

礎VJ

.
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.
'
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■

+
 

.. 

.

.

.

.

.

. 

.

し
て 
'生
'す
る
®

待

，は

眞

實

で

あ

り

、

现

'*

あ
名
期
待
で
あ
る
L°

眞
赏
の
期
待
ど
は
、
ビ
敎
授
の
立
場
か
ら
す
れ
は
、
，

■
 
a
n

.

.

.

.

.
J
.
.
...-
|

ゃ|

4

.

.
|
3
..3

1

;
1
!

4
!

I
.
.
!
f 

恐

ら

べ

は

、
：.需

要

'の
.；伸

縮

性

が

單

位
0

下

：
で
^

1
亦

'

0
上

.

^
あ

：
る〗

#

^
其

：
磁
.ゼ

し

$

味

す

-^
鋼

'待

ヤ

あ

；
る
 

ら
、
玆
で
は
、
實
许
的
原
因
の
そ
ぅ
し
た
意
義
は
全
く
失
心
れ
て
ゐ
，る
.0

何

故

な

ら

は

、
：
心

©

的
原
因
は
"：
非
合
理

的
，方
法
を
以
て
發
展
す:̂
)
か
ら
で
あ
.る

:0\

此
の
»

^
於
け
る
敎
授
の
所
說
を
補
足
し
て
、.
.事
業
家
の
下
す
判
斷
、
豫
|测
は
常
^

、
或
る
辟
度
の
眞
實
性
^
誤 

謬
性(

心
理
的)

S

を
兼
ね
備
え
て
ゐ
る
°
を
し
'^

其
の
割
合
は
景
氣
の
上
昇
^
か

、

下
降
ヾ
し
か

謂
ふ
局
而
の

極
點
に
 

近
付
く
^

隨
つ
て
誤
謬
性
は
擗
大
し
、
眞
實
牲
ば
縮
少
し
て
行
く
ビ
謂
ふ
見
方
は
最
も
芷
鴿
を
得
へ
て
ね
る
ど
考
え 

る
。
敎
授
自
身
も
誤
認
の
發
展
^

於
て「

部
分
的
の
正
當
化
し
即
ち
、
誤
謬
の
判
&

の
下
^
行
つ
た
所
の
活
動
カ
の
伸 

張
或
は
縮
少
が
實
際
上
の
結
果
k

照
し
て
或
る
程
度
迄
其
の
IE

當
な
■ぅ
し
事
を
，證
明
す
る
事
あ
る
を
認
め
て
.ゐ
る
の 

で
あ
る
か
ら
し
て
：、
..

乙
ぅ
し
た
補
足
を
加
え
て
見
る
.ど
、
：敎
按
の
謂
ふ
用
の
誤
，

I
I

の
—-

般
化
は
可
成
.6
信
據
す
る
に 

足
る
.

1

而
の
眞
理
を
道
破
し
f

ど
考
え
あ
れ
る
。
/.

f

ト

レ
ィ
氏
は
謂
ふ
。「

假
令
悲
観
的
誤
謬
が
或
る
：產
業
龙
財
に
：影
響
を
興
え
た
ビ
す
.る
。
此
の
産
業
に
屬
す
る 

生
淹
者
及
び
®

傭
者
は
、
消
費
を
節
減
し
從
てJ

.

般
貨
物
に
對
す
る
需
荽
を
減
少
す
る
：
：
：
悲
觀
的
蹇
の
產
额 

. 

は
、.
從
來
の
消
費
量
以
下
^

降
6

其
の
在
荷
量
は
減
少
す
る
？
之
に
反
し
て
、
：.他
の
產
業
^

於
て
は
、
產
額
は
從
來 

の
消
費
量
以
上
S

な
々
、
在
荷
.
*は
增
加
す
る
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玆
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於
て
他
の
産
業
の
探
'る
べ
さ
方
法
は
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.(
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其
の
產
額
を
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少
す
る
か(
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〕

從
來
通 

の
注
產
を
維
持
し
て
、
悲
觀
產
業
の
生
產
貨
物
^
自
己
の
生
產
物
め
交
換
比
率
を
變
化
し 

て
、
，從
來
ょ
办
多
量
'?
:

提
供
す
る
か
何
れ
か
で
あ
る
、
：
：
：
若
し
、
前
者
な
る
^

さ
は
、「

悲
觀
的
誤
謬」
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唱
灸 

ら
る
る
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の
'は
何
も
な
い
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狀
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。
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は

-

ド
敎
も
そ
羅
變
動
の
源
因
を
樂
觀
的
議V

J.

悲
觀
的
隱
に
求
め
た
る
事
を

『

早
く
質
f

ん
I

る
I

s

果
で
あ
る
。
I

變
動
の
兆
I

 

I

此
レ
飫
s

«

成
^

ら
f

n

價
格
騰
f

兆
候
め
看
取
I

論

時

は

(

何
^

:

[

誰

人

ょ
.

O
.

も

先
0

生

*

b
、
v
t:
人

i

r

.も

先

に

供

給.を

確

保

せ.ん

を

す
6:
。

其

の

、
反

初
む
る
時
は
誰
人
'
,ょ

!

先
^

『

賣
菝
.袅』

離
人
.ょ
6

^

^

 

k需
要
^

礁

慠

ぜ

ん

，ミ

す

る

。

M

傭
勞
働
^
對
す
る
需
要 

は
此
の
競
爭
：の
：

一

丰
段
ど
し
て
取
扱
れ
る
し
博
士)

の
擧
け
た
る
例
^

據
れ
ば
、「

三
十
萬
噸
ニ
百
«

の
需
要
增
加
の
形 

勢
が
生
じ
、
其
の
事
が
常
事
者
の
間
に
稍
.
*
'
.熱
知
，せ
ら
れ
た
々V

J

す
る

V
、：  

.
1

萬
噸
を
生
產
し
つ
り
あ
6

し
も
の
は
、
 

ニ
萬
噸
十
萬
.噸
を
生
產
し
つ
つ
あ
办
し
も
の
は
十
五
萬
噸
^

謂
ふ
具
合
に
.成
可
く
多
ズ
の
部
分
を
自
己
の
手
に
取
ら 

ん
ど
し
て
競
#

す
る
。
其
の
結
果
は
八
十
萬
噸
过
な
つ
て
供
給
の
過
剩
ビ
な
る
。
'
.夫
は
樂
«

の
■
誤
_

^

陷
つ
.た
が
爲 

め
で
は
な
く
し
て
、
現
實
.
k

而
：し
て
多
が
れ
少
か
れ
疋
確
^
見
續
ら
れ
た
る
需
要
の
增
大
の
成
る
可
く
多
く
の
部
分 

を
.向
家
の
手
^

獲
得
ん
^

ず
，る
競
#

の
結
果
で
あ
る」
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註
七
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惟
ぅ
k
此
の
說
は
現
代
產
業
生
活
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极
本
的
基
調
を
以
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競
#』

^
あ
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^
見
る
限
^
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て
ば
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相
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な
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も
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あ
る
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併
し
競
#
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撕
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要
な
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義
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し
て
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^
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ト
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熟
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.
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薇
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日
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ら
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今
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濟
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。
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德
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搬
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縮
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れ
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業
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經
潜
せ
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i

せ
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民
經
濟
0

全
部
を
通
し
七
ニ
定
の
財
の
：生
產
.の
/
れ
だ
げ
擴
張
せ
ら
れ
つ
つ 

あ
る
か

に

就

て
明
確
な
る
知
識
：̂
報
吿
が
な
会
場
合
、
價
I

ど
生
產
費
S

利
子V

J

の
比
較
^

於
て
、
可
成
の
企
業
利 

澗
の
見
込
が
あ
れ
ば
、
ll
k

資
本
を
注
き
込
む
^

謂
ふ
の
は
、
自
然
の
成
行
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
所
謂
競
^
的
眩
惑 

は
樂
觀
の
所
產
に
あ
ら
ず
し
て
合
现
的
な
る
錯
誤
を
の
も
の
^

外
な
ら
ぬ」

0
餘
九
>

ビ
、

.

鉛
誤
の
全
部
が
心
理
的
誤
謬
に
rl
l

つ
て
酵
酸
せ
ら
れ
て
f

事
は
、
事
實
因
の
直
接
的
影
響
た
る
活
動
力
の
變
動 

が
累
稹
的
運
動
を
示
す
も
の
で
な
い
事
^

徵
し
て
明
で
あ
る
。
然
ら
は
、
博
士
の
所
謂
合
理
的
錯
誤
は
如
何
^
解
釋 

す
べ
ら
で
あ
る
か
。：

抑
も
合
理
的
錯
誤
ヒ
は
何
を
意
味
す
る
か
M

て
、
博
士
の
說
明
.は

な

lr
が
恐
ら
く
は
豫
测
を 

組
立
て
た
る
材
淞
k

不
«

缺
陷
の
存
す
る
事
を
指
す
も
の
ど
考
え
ら
れ
る
。
^

*

力
の
限
$

'
を
決
定
す
る
k

當
6

、

物
價
、
金
利
、
需
要
、：
生
產
費
等
の
事
須
k

就
て
、
：詳
細
な
.る
調
赍
を
行H

.

の
で
.あ
る
が
之
等
の
.事
項
k

就
て
の
.情 

報
化
誤
み
が
あ
る
か
或
は
、
之
が
判
斷
^

誤

办

：が

あ

る

：
か

し

，て

、

木

當

^

利
潤
の
見
込
を
爾
大
し
た
か
、.
縮
少
し
た 

る
結
果
を
生
す
る
事
^

あ
る
ど
考
え
& :

れ
る
。
：.然

し

乍

ら

：、
ゝ
此

'
の
a

の
：合

理

的
.錯
誤
：は
重
要
な
る
意
義
^

^

の
ど
は
考
え
ら
れ
な
い.？
何W

な
れ
ばM

ぅ
し
た
錯
誤
ば1

般
化
ず
，
る

程
の
：要
素
を
具
備
し
て
居
ない
か

ら

で

あ

る

。

總
て
の
企
業
家
が
、
特
定
時
機
に
於
て
、
各
'

:
合

篇

錯

誤

を

通

し

て

，
不
^
 ̂

V
J

は
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え
ら
れ
な
い
の
み
な
ら
ず
、
寧
ろ
、
ニ
.
.方
の
消
極
的
織
誤
^
他
方
の
積
極
的
錯
誤
ヒ
が
相
殺
し
て
全
體
^

し
セ
は
平 

靜
^

維
持
す
る
可
能
性
3

え
，も
見
出
^

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
合
理
的
錯
誤
：の

j

般
化
を
主
張
す
る
爲
め
^

は
、
總
て 

の
鉛
誤
の
中
.
に
共
：通
的
耍
素
の
存
在
す
る
事
を
.
必
要
ど
す
る
。
'
其
の
要
素
こ
そ
は
移
し
て
心
■

的

誤

謬

の

も

ど

^

ー 
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ら
れ
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さ
も
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ら
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。
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あ
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